
令和元年度７月教育委員会 会議録 

開 催 日 時 令和元年７月１７日（火） 16:00～17:00 

開 催 場 所 早島町町民総合会館 集会室 

出席者 

委   員 
徳山順子教育長、大森茂委員、綾野克紀委員、竹井成範委員、 

栗坂祐子委員 

事 務 局 
黒木克美生涯学習課長、貝畑和明学校教育課長、猪木浩二課長補佐 

石原知子主幹 

会 議 次 第 

１ 開会 

教育長あいさつ 

２ 議事・報告案件  

（１）県（町）学力・学習状況調査の概要について 

 （２）その他 

 ３ 連絡 

会 議 資 料 県（町）学力・学習状況調査の概要 

傍 聴 者 なし 

会議録作成者 石原 知子 

会議内容 

１ 開会 

教育長あいさつ 

教育長：先程は、倉敷市で行われた県教育委員長会議にご出席をいただき、ありがとうご

ざいました。奈良県よりネットラボの講師を迎えて講演が行われましたが、子ど

も同士、大人同士でもトラブルのある時代である。道徳・学活等で情報モラル教

育を行っているが、継続して情報モラル教育の充実に努めたい。 

    本日から１週間、幼稚園で給食の試食を行っています。食べづらい野菜も他の園

児が食べると刺激を受けるようで、ほとんど残すことなく食べています。みんな

で同じ給食を食べることの意義を感じるとともに、園児の思いを聴いていると、

これから味覚が増えていくなと思います。また、食器についた米粒を残さず食べ

ており、とてもおいしいと園児は言います。出汁も、いりこや昆布からとってお

り、優しい味だと園児からも評判でした。年長さんは、給食当番が楽しくできて

おり、後片付けにも積極的に取り組んでいて、たのもしいなと思いました。明日

は、保護者の試食会で、約６０名が参加し、金曜日は約５０名が参加する予定で

す。給食導入はよかったと保護者から大変喜ばれています。業者は自然派給食の

セントラルフーズに決定。給食の本格実施は１０月の予定です。 



２ 議事・報告案件 

（１） 県（町）学力・学習状況調査の概要について 

教育長：県学力・学習状況調査は、小学３年生～小学５年生、中学１・２年生が実施。 

中学２年生以外は、算数・数学の平均正答率が全国より低く、算数・数学の授業づ

くりや学習内容の定着に課題がある。早急に対応していきたい。早島町の傾向とし

て、小学校では、全国平均を下回り中学校になると全国平均を上回ることが多い。

全国平均を下回るということは、基礎基本の定着が図れていないということ。全教

員が当事者意識をもって、学校全体で授業改善に取り組む必要がある。夏休みには、

「わくわくサマーホリデー」「やる気マンマン算数教室」などを行い、１学期の復習

や下学年の復習も行っていきたい。 

質問紙の回答からは、ゲーム等スマホ利用の長時間化やルールの徹底が図れていな

いこと、家庭学習時間が短いことなどが特徴として挙げられる。児童生徒の自己肯

定感が高いことは良い傾向だが、こうした課題の克服には家庭との連携は不可欠で

ある。町調査では、小学４年生から中学３年生まで理科と社会の学力調査を行った。

理科や算数は専門性が高く、小学校でも専科で授業を行う必要がある。小中学校に

は、顕微鏡を一人に一つ使用できる環境を整えているが、顕微鏡の問題ができてい

なかった。学校には、しっかりと活用するように伝えている。 

調査結果から、授業づくりや復習の徹底の大切さを改めて感じている。 

栗坂委員：課題が明確になっており、取り組みも明示されているので、各学校が確実に取

り組めば結果が出るのではないか。 

竹井委員：家庭での学習時間については、学校で約束をするだけでなく、家庭でもきちん

と約束することが必要。子どもも、目標があれば頑張れることがある。自主的に

勉強しなさいというだけではなく、学校へのフィードバックがあれば保護者も一

緒にがんばれるだろう。 

教育長：教師が、児童生徒の意欲を引き出すような声かけや支援が必要では。エビデンス

をもとに、何を取り組んでいくべきかを考え、実践したい。 

栗坂委員：家庭での生活リズムの向上については、期間を限定して、がんばることができ

ればよいのではないか。 

教育長：昨年から年３回のチャレンジカードに全家庭で取り組んでいただいているが、今

年度は２学期始業式前の１週間も入れて、年４回取り組む予定である。一定期間

だけではなく、日常化にできればと学校園と話している。家庭とのご協力を得て、

一体となってサポートしたい。 

竹井委員：親も一緒に取り組んでいきたいものだ。 

綾野委員：全国に対して、早島町は児童一人に対する予算は、しっかりかけているか。 

     費用対効果を考えると、数字が明確になったうえで学力調査の話をするべきで

はないか。 



教育長：早島町は、教育に費用をかけていただいていると思う。職員についても町費で入

れていただいている。これからも教員を大切にして、研修やＯＪＴで指導力を高

め、チーム早島として最大の教育効果を上げていきたい。それでは、県（町）学

力・学習状況調査についてはよいか。 

全委員：了承した。 

 

（２） その他（教科書採択について） 

倉敷地区教科用図書採択について 

選定理由の説明（省略） 

教育長：採択教科書について、これで意義がなければ挙手をお願いしたい。 

全委員：（全員挙手）了承した。 

 

３ 連絡 

・８月教育委員会 ８月２１日（水）１５時～１７時  早島町役場 ２階 応接室 

 


